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スウェーデン北部暮らし

スウ工ーテrン北部OstersundのMitthogskolan(日本人初)に

Freemoverとして留学し、心理学を1年間専攻。極寒氷点下30

度での生活、スウェーデン人とはなどこれからスウ工ーデン

留学を希望している方々には大変興味深い笑いの絶えないな

ごやかで楽しくまた参考になる講演会となりました。

.留学のいきさっと大学での体験

イギリス語学留学中に多数のスウェーデン人と出会いスウ

ェーデンに興味を持つ。それ以来、スウェーデンをたびたび

訪れスウェーデン留学を真剣に考える様になる。

Freemoverとは、スウェーデンへ留学する際の外国人留学

生制度の1つである。1つは、交換留学生で、これはおEいの

大学が提携している場合である。そしてFreemoverとは、ス

ウェーデン人の学生と同じ条件で、スウェーデン人と閉じシ

ステムで入学を審査される場合の呼び名である。すなわち、

自分で直接大学に願書を出し何を専攻したいのか、またどう

してかなど大学に申請する。ゆえに授業料も無料である。留

学生に対しては、又、 マスターコースの生徒には英語で授業

が受けられるはずで、あったが、日本で(当研究所)1年間スウ

ェーデン語を学んで、いたととと、願書などをスウェーデン語

で書いていた為か、その時点で合格となりスウェーデン語で

授業を受けることになってしまった。最初は戸惑っていたが、

結局は自分の成長の為によかった。

誰でも自分の生まれ育った環境を離れることで様々な経験

をする。ましてや遠く日本を離れる事で、圏内では昧わえな

い異文化を体験する事になる。私の大学では、留学生1人に

つきコーディネーターが1人つく 。彼らは、インターナショ

ナル・コミッティーというボランティアの学生で運営されて

Lミる。留学生にとって異文化への対応はほんの些細な日常生

活でも最初は戸惑うことが多いものだ。彼らコーディネータ

ーは、 Oslersundlこついてから学校までの送迎や全ての生活の

(どこで何を買えばいいのか?など些細な事から)ケアをして

くれるのでとても助かる。彼らの助けなしで、は過ごせなかっ

たであろう。お勧めしたいのは、留学生に対してフォローし

てくれる制度のある大学を選ぶことがポイント。

大学はフランクな雰囲気である(つまり日本とは正反対)。

先生は授業中机に座ったり、お互いにファーストネームで呼

び合うことが心地よい。授業は一方的に聞くばかりではなく

授業中生徒は何度も先生に質問を浴びせる。授業はグループ

ワークが多く必ず3-4人で集まり考え議論し発表する。

最初の試験は授業が始まってから2ヶ月後の事であった。

日本での試験はたいてLミ1時間かそこらなので掲示板にi5時

間Jと書いてありとても驚いたことを覚えている。一体どん
なものかと不安を胸に教室に入るとスウェーデン人の生徒が

リラックスして座っているではないか。そして各自の机の t

には果物、お菓子などが置いてある。(スウェーデン人はみん

な用意していた)。ふたをあけてみると試験問題は2時間もあ

れば解けるようなもの。なぜ5時間かというのは考える時間
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を与える意味で大幅な時間をとっていたわけである。日本で

は考えられないことであった。自分の考えをまとめ、自分の

ペースで進められるシステムは快適である。そしてもう1つ

あげると、授業中すぐFikaという言葉がでてくる。最初は何

のことであるか分からずにいたが、 Fikaとはコーヒーブレイ

クのことであった。卯分の授業の後には必ず"Fikaタイムが待

っている。スウェーデン人にとってF泳aは日常生活において

欠かせない事の1つである。

.北部Ostersundならではのこと

Ostersundはストックホルムから北ヘωOkm離れている。人

口約6万人であり、大学にはドイツ人の留学生が主に、他にも

様々な国から約40名学びに来ていた。 ほとんどの留学生はス

ウェーデンに来たのは初めて、スウェーデン語はあまり話せな

いという環境。彼らとは主に英語で会話をしていた。私は日

本の大学で「外国人の異文化への適応」とLミうテーマで卒業論f

文を書いたことがあるが、自分自身、今回の留学で実体験出 ゐ

来て良い機会であった。個人的な意見として、欧米人は個人主

義で自分をアピールするセンスにたけているが、日本人は恥

の文化を持っているせいか、自分というものを強く相手にア

ピールする術を身につけるのにはじめは苦労することと思う。

北部スウェーデンだからこそ味わえた異文化体験としては、

まず日照問題における精神面への影響であろう。 Os凶 undでの

最悪の時期は、 11時に明るくなり2時には薄暗くなる。毎年

経験しているスウェーデン人でさえも惨状態に陥るほどであ

る。特にスペイン、イタリアなど太陽がさんさんと降り注ぐ

南ヨーロッパからの留学生にとっては、体がだるくなったり、

不眠症になったりと精神 ・体力面でもの凄い狂いを生じる。

この厳しい自然条件を十分考慮にいれ前もってフォローする

ことを薦める「夏と冬ではスウェーデン人の人格は違う」とは

よく言われることだ。

白夜の時期になるとまた対応が難しい。本来なら深夜の2日寺

であるのに空はうっすら明るく日の出は5時に始まる。はっき

りした暗闇ではなく日本の夏の夕方のような状態が続くのだ。
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留学の目的は個人によって異なると思うが、それが何であ

るにせよ得られるものは大きいと感じるので、隠賭している

人は思い切って足を踏み出して欲しい、というのが私からの

一言である。また、これからスウェーデン留学を考えている

*当事務局でもスウェーデン留学経験ありのスタッフが簡単なガ

イダンスなどを行っているので質問などある方は事務局まで手

紙(返信を希望の場合は80円切手間封)またはメールでお開会

わせ下さい。お電話でのお問合せは一切受付けておりません。

方は、スウェーデンはインターネッ

トがとても普及していて大多数の学

校についての詳細はインターネット

から得られるので、ぜひアクセスし

で情報収集することを勧めたい。

(本稿は2月25日に行われた講演会の

資料から編集されたものです)
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スウェーデン社会研究所とスウェーデン学の新路線

冒頭から私事に及んで恐縮であるが、私が大学予科1年(旧

制大学では予科3年 ・学部3年)の夏に原爆が広島・長崎に落

とされたあげくに、かの昭和天皇による玉音放送となって、

“終戦"と格好をとって呼ばれるものの“敗戦"となった。戦中

はもとより酷かったが、戦後とてそれに敗けない悲惨な生活

が待っていて、社会人心は荒廃の極みで、労働運動や社会運

動は過激そのものであった。それは社会革命にも通じかねな

かった。社会不安の域を通り越して、社会転覆もありえそう

なほどだったのである。そのような国状、国情にあって、時

の政府は歴代真っ先に国民の生活安定を目指し、生活不安の

除去・解消・克服に全力を傾けた。

そこにイギリスで、の社会保障に関するベパリッジ報告と提

案が伝えられ、国民は「なにがなんでも社会保障の創設と発足

をリと要望しだし、アメリカ、具体的には日本占領軍マッカ

ーサ一指令部もこれを強力に支援し、そのような国を挙げて

の風潮の中に、さらに“福祉国家スウェーデン"の政策ならび

にその成果が報じられ、スウェーデンの福祉と保障の実状乙

そ、わが日本国の手本にして理慢であるとされたのであった。

私は故松本浩太郎先生にお声を掛けていただき、高須裕三

先生に誘われもし、その後故平田冨太郎先生をチーフに戴く

当スウェーデン社会研究所の会員となり、後日理事にも選ば

れて今日に至っているのである。との聞に多くの先輩と先生

方にお近付きをえて、何よりもスウェーデンの社会と経済、

そこでの福祉の思想と社会保障の政策を学びえて、学的視野

をひとまわり広げることができた点で、この上ない幸せと充

足を感じえたのであった。ここまでの歩みの中でスウェーデ

ンの社会保障に関する報告もさせてもらったし、また“スウェ

ーデン社会研究月報"には数度書かせていただいて、有益な勉

強をした。スウェーデン社会研究所編「スウェーデンの社会政

策J(昭和56年12月、成文堂)の発行に際しては、 「第5章 ・社会
保険政策一新しい生活保障の形成に向けてー」を書き上げて収

録・掲載をえたことは、いまだに喜びと思い出されるところ

である。また同研究所の財政強化に向けていくつかの企業や

研究団体に支援の依頼をし、ほんの少しではあるが経営・運

営面でもお役に立てたのではないかと思い、今ここに新事務

所への移転を機に業務と人員の刷新によって研究体制の充実、

そしてミレニアムを契機により以上の発展に一層の努力開始

と聞くにつけ、改めて喜びの満つるものがあるのである。

私はスウェーデンの学理と実際を学ぶに際し、次のような

慶応義塾大学名誉教授庭田 範秋 Mr.Noriaki Niwata 

把握の仕方をしている

のである。アメリカそ

して日本占領軍当局が

イギリスやスウェーデ

ンの樹止と保障を例に

とって、 「日本も樹止政

策・社会保障に励むべ

し。しかして費用を出

し渋ってはならぬ」と、

ほとんど強制に近い政

策展開を求めたこと

は、実は敗戦後にいよ

いよ始まる。戦後の国

際間経済戦争に際して ガムラスタン

の“競争条件の均等・平等"を達成すべく仕組んだ一面がある

とも把握した。もとよりそのこと以前に、日本の圏内平和と生

活安定を達成せんとする“より大乗的にして高次元"の政策目

的があったことは、絶対に忘れえないというところである。

次いで私は乙うも思う。なにせスウェーデンと日本とでは国

状も国勢も、自然条件も国際環境も、人種も歴史も、その他も

ろもろの点であまりに遠いすぎる。そこでスウェーデンが国内

で採用し、実践し、展開に努めている具体的経済政策そのもの

は、よしんl品、かに魅力的で、あったとしても、それをそっくり

そのまま日本に導入し、適用し、活用し、遂行する乙とは、必

ずしも得策でなく、いささか無理や矛盾も生ずるであろう。む

しろここはまずスウェーデンの福祉とf購の思想・理念を十分

に理解し、それへ向けての情熱と意欲を探究・研究して、そし

てそれに日本なりの条件を反映させ、加味または改良、修正し

つつ、そこで初めて実行に移しうるとするのである。いかんせ

ん、わが日本は結局は敗戦経験国であり、資源不足、人口過

密、さらに国際環境の厳しい固なのであるから、しかも今ま

たバブル経済崩壊と金融危機に見舞われているのであるから。

合計特殊出生率の低下では、日本とスウェーデンはやや条件

を同じくする。いわゆる少子高齢化に苦しむわけで¥年金制度

と医療保険の財政窮迫とその政策に関しては、われわれは先例

としてのスウェーデンから大いに学ばなければならなLミ。スウ

ェーデンもいささか樹止政策の行き過ぎとそこからの発生問題

に、手を焼いているのではなかろうか。EUiミよいよ発足の中

で、福祉政策の徐々なる後退を検討とのまことに悲しい噂も流



れてきているわけである。税金と社会保障費用の負担合計の

重さが国民の労働意欲を削りつつあるとか、十分すぎる救

助・救済・扶養・扶助で予期せざる社会的歪みを生み出した

などとも伝わってきた。良い点でも、弊害の点でも、われわ

、い
スウェーデン社会研究所は、さまざまな活動を通じて、日

瑞の友好、相互理解の鮮となってきたが、その活動のひとつ

に視察団の派遣があげられよう。私のスウェーデン訪問はこ

こ30年間に、長期、短期あわせて12回ほどであるが、そのう

ち3回はスウェーデン社会研究所主催の視察団にかかわるも

のであった。ここではとくに印象深い「第3回福祉社会の流

通・生協視察調査団J1976年8月15日-8月29日の視察団につ
いて書きたLミ。当時の記録によれば、参加メンバーは、高橋

正雄九州大学名誉教授等の学者6名、樋口久雄全農生活部長

等協同組合関係者11名、その他3名の合計20名。

また訪問先は、ストックホルムでは、協同組合大学、消費

者協同組合本部、テスト ・キッチン、ハイパーマーケットの

オブス、シャーホルメンの老人ホーム、デノTートのNK、ボ

ランタリーチェーンのICA、ハンディキャップ少年の学校、

住宅協同組合、消費者庁、農協、スウェーディッシュ・イン

スティチュートなど。その他、コペンハーゲン、ハンブルグ、

パリ、イギリス各都市を訪問した。

以上、ストックホルム以外の諸都市も含まれているが、流

通・生協視集団という立場から、スウェーデンとの比較の意

味でー入っているわけで、スウェーデンがメインであることは

当然で、ある。

これら視察結果の詳細については、スウェーデン社会研究

月報のVol.8 No.11および~o. 12において、私とともにコーデ

ィネーターを務めた福田・日大講師(当時)の報告その他の記

事がある。しかし私がここで書きたいのは、そのことではな

く、私個人のこの旅行との関連における私事である。

そもそもこの視察団への参加は、当初から私が同道するの

ではなく、ストックホルムにおいて、団員を迎え、コーディ

ネーターとしての仕事を務め、旅行の解散地ロンドンまで団

員と同行するというものであった。というのは、私はその年

の7月始めから12月いっぱいストックホルム大学の客員研究

員であったからである。視察団のテーマが、当時の私のテー

マ『スウェーデン小売業の研究』に合致していたし、私は喜

んでコーディネーターを引受け、視察団の訪問先をさきに全

てひと廻りして受入れの準備をしていたのであった。

いよいよ視察団の到着の8月21日、私は朝から体調が悪か

った、例の持病の胆石である。夕方アーランダ空港まで迎え

に行かなければならない。私は居をアパートから、団員の宿

泊先であるコンチネンタルホテルに移した。食事をしてから

空港に行こうと思って、食堂に行きコンチネンタル得意のス

テーキを注文した。運ばれてきた巨大なステーキと山盛りの

サラダをみて、具合が惑いのにつまらないものを注文したと

れはスウェーデンから学ぶべく、目を離すことはできない。

これこそがミレニアム・新世紀の福祉に向けての最善の政策

路線とされると信ずる。

日本大学名誉教授内藤 英憲 Mr. Hidenori Naito 

ストックホルム

後悔した。トテモ喰えそうにない。大部分を残して、空港行き

のパスに乗った。もう1人のコーディネーター福田氏をはじめ、

全員がやがて到着した。添乗員の三堀氏に聞くと、食事はま

だだという。そしてホテルで夜遅くとることになっていると

L追う。何時ごろからだったか忘れたがかなり遅い時間から夕

食会がはじまった。私は来てくれたストックホルム在住の菊

地幸子文京大学教授、べック・ヴァル・ストックホルム大学

教授、明日からの通訳をお願いする高橋たか子女史を団員の

皆さんに紹介したが、目の前にならんだゴチソウには、全然

食欲がわかなかった。お義理で若干をつまんだ程度だった。

その夜就寝してから、果たして恐れていた胆石の発作がは

じまった。激しい吐気と胃の激痛である。やむなく翌日から

の視察団のリーダ一役を福田氏と菊池氏にお願いした。朝に

なるとホテルから頼まれた医師がきて診察してくれた。しか

し入院すべきだという。私は国内で、も乗ったことがない救急

車に乗せられてぺーノTーペーパーと病院に連れられた。病院

は市庁舎の近くの病院だという。

いままで私は福祉国家スウェーデンの病院を何度か見学し

た。いずれもピカピカの立派な病院だとさすがに感心させら

れたものである。しかし、私が連れられた病院はクスンだ古

ぼけた病院で、ベッドも毛布も古く立派とはいえない。要は

外国からの見学者にはよいところをみせるのであろう。

しばらく寝かされていると、親切そうな女医がやってきた。

診断することなく、全て検査が先であった。丁度簡単な人間

ドックのようで、日本とは感じが違っていた。丸1日くらい

たったところで、検査の結果をもって例の女医があらわれて、

診断をしてくれた。いまのところ重大な病気はなく、仕事に

戻ってよいという。幸い私の胆石の発作も治まっていた。(私

の場合発作は大抵1日で終わるのが常である)。私はやがてホ

テルに帰った。ただこれだけのことであるが、いくつかの教

】
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司l陪得たように思う。

第1には、福祉国家スウェーデンの病院も、見学者が見せ

られるようなピカピカの病院ばかりではないということ。

第2には、スウェーデンの担当医は親切であり、かつ、科

学的な検査を重視していること、また外国人に対しでも費用

をとらないこと。私の場合はホテルの医師の診断によって、

消化剤を薬局で求めた20クローナが全ての支出であった。

第3には、外国で病気になったとき、外国語で症状を訴え

Sweden: Towards an Integrated Society 

ることができず困ったこと。私の場合は自分の胆石症を知っ

ていながら、 gallstoneという言葉も知らなかった。ただ視察

団に加わっていた交通公社のベテラン添乗員三堀氏は、さす

がにこうL寸場合の英語も堪能で大いに助かった。

以上、団員の方々には、ご迷惑をかけた視察旅行ではあっ

たが、また病気の話で恐縮であったが、余りに苦しい旅であ

ったので、かえっておもいでとして、強く印象に残っている

わけで、、乙乙に一筆した次第である。

分離か統合かースウ工ーデ‘ンにおける統合問題の概要

(社)スウェーデン社会研究所、中部日本スウェーデン協会会員 兼松 麻紀子 Ms.Makiko Kanematsu 

近年スウェーデンの社会政策は 「統合J(integration)を重点
課題に動いている。外国からの移民 (invan命百re)はもはや周

辺的な存在ではなくスウェーデンの一部として社会に貢献し

ているが、ここ20年ほどの聞に「分離J(segregation)、特に経
済格差による社会的及び民族的分離が顕著になった。社会に

帰属感を持てない人の増加や、分離された者同士の無関心や

反感は、民主主義の原則を根底から覆すことにもなりかねな

い。時に悪質な犯罪として現れる人種差別や外国人排斥の傾

向など、への懸念もある。そのようなことから統合は、スウェ

ーデン社会の将来がかかった重要問題ととらえられているの

だ。この分離と統合の周辺を、ごく簡単になるが紹介したい

と思う。それに先立って留意点として挙げておきたいのは、

「移民」とLミう語についてである。これは背景も立場も全く異

なる人々の総称であり、また、ときとして 「スウェーデン人」

と相容れない集団であるかのような印象を与えるため、簡単

でない問題を含んでいる。最近では「新しいスウェーデン人j

(nya開 nskar)とLヴ語も使われている。また、以下で扱う「移

即は当然、統計上移民とされる人々全てを含むのではない。

それではまず、分離の現状と指摘されている問題点を概観

してみたい。

外国から移住してきた人々は、本来なら数年後には「移民」

ではなく社会の構成員であるはずだ。しかし、現状では民族

の境界が社会経済的な境界になってしまっている傾向が強

スト yクホルム市庁舎

い。これに対して、

社会福祉制度が移民

を福祉の対象として

分類したため、移民

に受け身的な役割を

固定してしまったの

だ、という指摘がな

されている。

経済状態の悪化で

失業率が上昇してい

る昨今では、移民が

職を得ることが難し

くなった。労働市場

に移民が参加できな

L冶ことが、より深刻

な社会経済的分離を

スカンセンでのバルボリ祭

招くと危倶されている。高学歴で言語にも不自由しない移民

(あるいはその子供)でも、外国風の名前だと就職活動で面

接に呼ばれない、とLミう就職差別も珍しくない。

また、移民の急増した19伺ー70年代は、都市郊外に団地の

林立した i1∞万戸計画Jの時代でもあった。移民は、この新
しい団地に住居を割り当てられることが多かった。現在では

人口に占める移民の割合がスウェーデン人より高い地区もあ

る。そのような地区は社会的環境の悪化や貧困といったネガ

ティヴなイメージを集めるに至った。その一方で、ほとんど

移民らしき人を見かけない地区もある。このような居住地分

離は、分離を象徴するものだ。

その他にも分離の側面にはいろいろあるが、今度は公的機

関のとっている主な対策について述べ、スウェーデンの目指

す社会の方向性を探りたい。

男女間の平等問題において、まず制度面から改革が進めら

れていったように、この問題でも国や公的機関の主導が目立

つ。1鰍年には統合局(加g叫onsverket)が設置され、 「移民政

策」から 「統合政策Jへの転換が明示された。そこでは移民を
特別な需要のある一つのグループと見なすことをやめ、全て

の人が民族に拘わらず同じ権利と可能性を持つことを目指す、

と強調されている。統合担当大臣は文化省におかれている。

労働市場での民族差別を禁止する法律は、差別オンブズマ

ン(DO)に関する法律と共に昨年強化された (SFSnr1999 : 

130 ; 131)。この法律の目的は職場における民族的多様性で

あり、労働、雇用条件、労働条件、昇進可能性において帰属

民族に関係なく同等の権利と機会均等を促進することである。



自治体では、例えばストックホルム市は1997年に議会で統

合プログラムを採択し、 「社会的・民族的分離の進行をく Lミ止

める世界初の都市になる」と宣言した。そして企業や公的機

関と連携し、サービス、教育、就労などにおいて全市民の平

等を目指すとしている。

外国人排斥傾向については、政府も国会に議席を持つ諸政

党も共にごとの深刻さを認識して対策を進めている。反人種

差別の行動計画を作る乙とも政府によって確認された (2∞o

:歪§慰猛怠立罰三三;&&&i飴勧b 一2E:

年1月18日の国会)。

最大野党である穏健党は1悌9年、分離対策案レポートの中

で、危機感と改善への熱意という点ではほぼ政府と見解を同

じくしながらも、福祉制度のあり方と個人の責任を巡って社

民党の統合担当大臣(UhicaMessing)と対立した。

統合の成否は、スウェーデン社会の将来を直接左右するだ

ろう。今後、人々の意識変革を含め、社会の各レベルでこの

問題がどのように展開していくか、注目に値する。

二-二二二二三三-三=三;三-_._-'_主:三----_--_-三-_--_-三三二-主ζ長三ι三.__._--三-.._-三二;二一---三:ス :ウ 工工~~-一:デラデEジン--三三三今三--三三三_.三三アア~=;里?ララr:貢毛カ1抜lb2:ドドドドド三;三王;三:三--- --，_二三_ - - _-_._.三_._--_.__-_._-

----- -，-三三:三二三男海支警本~芸翌朝芽揖勤講師三速本-_._ --望γ版予会主民主Jiá_y~出子

スウェーデン人はlJa(はしミ)JとiNej(1，冶Lミえ)Jをはっきり

と使いわけ、表現が直接的で、あるーこれは私が受けたスウェ

ーデン人の印象である。それに対して日本人は腕曲的な表現

を好むように見られる。 「はLミ」とか il，、いえ」をハッキリい
ってしまったら何か後ろめたい気持ちになる人も多いのでは

ないだろうか。スウェーデン語においてはさらに iJo(否定に

対する肯定の答え)Jというユニークな返事の副調がある。
スウェーデン語では肯定に対する肯定の答え、肯定に対す

る否定の答え、否定に対する否定の答え、否定に対する肯定

の答えを使い分ける。例えば真っ赤なりんごを指して「これ

は真っ赤なりんごですよね」、と関われれば「はい(Ja)Jで答
える。次に、「このりんごは黄色ですよね」の質問に対しては

ipl，ミえ (Nej)Jで答える。さらに「これは黄色いりんごでは

ありませんよね」と聞かれれば、やはり il，ミいえ (Nej)Jで答

える。最後に 「このりんごは真っ赤なりんごではありません

よね」と閲治通れれば日本語では「はい、それは真っ赤なりん

ごです」と言ってしまうところだが、スウェーデン語におい

ては否定に対する肯定の答えの 「はいOo)Jとし寸言葉で答
えなければならない。頭の中では理解できても実践ではなか

なか難しいこのJa，Nej， JOをある体験を通じて身をもって学

ぶ乙とができたのでそのエピソードをこごに紹介したい。

まだ留学が始まって1ヶ月にも満たない頃だった。私が履

修していたコースというのは日本で言うなら国文科のような

ところで母国語の教師やジャーナリストを目指す人の集まり

であった。そんな中で日本から来たばかりの私が「はいそう

ですか」といって、授業に入っていくことは非常に困難なこ

とであったが、私は他の学生と比べて自分が劣っているとか

あまり気にしておらず、むしろハードルが高ければ飛び甲斐

があるとさえ思っていた。そんなある日、将来の事を考えは

じめて文学部の指導教員の元を訪ねた。彼女はスウェーデン

人には珍しく小柄な人で感情的になるのが想像もつかないよ

うな優雅な雰囲気を持つ女性であった。彼女の部屋には富郎、

犬のヨークシャテリアが昼寝をしていたのを覚えている。

「乙れからの事なんですが…」 と切り出した私に澄んだ青い

目が一瞬私を冷たく凝視しその穏やかな様子からは想像もつ

かないような言葉が次から次へと飛び出した。 「乙れからの

事って今やってることも出来ないのよJiあなたには出来ない
のよJi単位をとろうとするから間違っているのよ」心底彼女

は無謀な私に対して怒っていたのかもしれない。

私は呆然とした。何と言葉を続けたらよいのか分からなか

った。しかし私は何故かとっさに相手の怒りを鎮めなければ

ならないと思った。今考えてみると彼女は別に怒っていたの

ではなくて日本語より表現が直接的なスウェーデン語で自分

の思うことをそのまま口に出していただけだと思う。相手の

怒りを鎮めるのにもっともいいのはとにかく 「貴方のおっし

ゃるのはもっともです」という相手の言い分も十分理解して

いるとLヴ姿勢を見せてから、無理を承知で頑張りたい、と

Lミう自分の思いを伝えようと思った。彼女は私にこういった。

「貴方には全く出来ない乙となんだから」心の中ではそんなこ

とは無いと思いながらも、怒りを鎮めて欲しいという理由か

ら「はLリと答えた。すると彼女は同じ質問をもう一度くり

返した。私はまた「はLリと答えたのだがその時はっとある

ことに気がついた。私は彼女に 「貴方には全く無理なことな

んだからJと言われたとき、「あなたの言うことはもっともで
すが…jという方向に話を持っていきたかったのだったらiJaJ

ではなく iNejJで答えるべきだったのである。実際私は iJoJ

ではなく iJaJと答えたのだが、それはスウェーデン人にとっ

ては閉じようにとれたのかもしれない。

私が iJaJと答えることによって彼女には私の本'性をさらけ

だす、 つまり 「貴方は私に全くだめだというが、そんな事は

ない」という意味にとられてしまったのだろう。しかも私は

2回も「はLミ」と言ってしまったのだから、彼女も私の事を

なんて強情な日本入学生だと思ったことだろう。私は慌てて、

「失礼しました、すっかり私は日本語の感覚でJaとNejを使っ

てしまいました」としどろもどろになりながら私が日aJと言

った理由を説明したが、彼女はその意味がわかったのかわか

らなかったのか、 「ここはスウェーデン、スウェーデンの言い

方をして」と言われた。

この経験を通じて私は言葉を学ぶということはただ文法書

から得た知識を増やすのではなく、それを包括する文化を理

解し学ぶことであると痛切に思った。この記事を読んで下さ

った方の中にも現在スウェーデン語を勉強されている方もい

ると思うが、スウェーデン語で返答する時はまず、どんな些

細な質問に対しでも 「はLリかれミいえ」のどちらかで答えら

れるように心掛けて頂きたいと思う。そして是非ともこの三

つを間違えないように使って項きたい。

』
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ウェーデンは“突然"春にな

っちゃった、という感じで

ある。そして私たちが「えー

もミ
フ

熊谷深雪 Ms.M明 kiKumagai

季節の移り変わりにかなり鈍感になってしまった私たちでら

も、暮れの慌しさから解放されるお正月あたりから、なんと

なく晴れがましい気分になったりするものだ。気のせいかし

ら、と思っているうちにカレンダーに立春の文字を見てなる

ほど、と気がつく。

人間だって自然の一部。新しい生命の芽生える季節の訪れ

に無意識の内に同調して心がはずんでしまったって、ちっと

もブシギじゃない。

外は肌を刺すような冷たい風が吹いていても、 水仙や梅の

薫りに春の確かな足どりを感じとり、桃の花がほころんで、

水ぬるむ頃になれば、もうアッという聞に桜が咲いてポカポ

カした陽気になる…と、ことまでは日本のお話。スウェーデ

ンではクリスマスが終わって、年が明けても、まだまだ寒い

冬が残っている。

冬至を過ぎると陽はどんどん長くなる、と理屈ではわかって

いても、相変わらず空はどんよりと帯齢、し、雪はしぶとく地

面にはりついていて、やっと解けはじめたかナ、と思ったら、

またドッカリと空から降ってきて、私たちをぬか喜びさせる。

日本の春が“徐々"に“確実"にやってくるのに対して、ス

}i( ・司櫨h ・又ミや"如、

ふ ::;yγ .:...~λEj!払

つりとまごついている聞に夏になってしまう。

ζうも季節の移り変わり方が違うと、人格の形成になんら

かの景タ響をおよlましているんだろうなあと思う。(まだ確かめ

たわけじゃないけれど。)

冬の問、わずか数時間の“畳間"のうちに、人々はよほど

の悪天候でもない限り、散歩をする。まだ歩けなL叶、さな子

供は乳母車、あるいはそりに乗せられて外出する。スウェー

デン人は寒さに強L功当ら、乙ういう事が平気でできるんだ、

と以前は思っていたが、スウェーデン人だって寒いものは寒

い。だから、その人の体力にあわせて、 5分でも、 10分でも

外にいようとする。それも乙れも全ては、少しでも日光にあ

たろうとする彼らの“努力"なのである。

いよいよ春分の日も過ぎて、夏至に向かって急激に陽がの

びる時期となった。

寒風をいとわず外で日光浴する人々がこの季節のスウェー

デンの“風胸詩"である。

待望のニューアルバム、 4月リリース決定

4歳の頃から作調をはじめ、 16.歳で

作曲をはじめたというスウェーデ

ンの女性アーチスト、ソフィー・

セルマーニのニューアルl~ムが、

この春日本でも発売される。

'95年のデビューアルバム『ソフィ

ー・セルマーニj、'98年の 『プレシ

ESCA8136 ャス・パーデンJに続くこのアルパ
価格:2，520円(税込)
2000.4.19リリース ムは彼女の3枚目の作品となるも

の。 アルバムタイトルは 『タイム・トゥ・キル』。本国スウェ

ーデンでは、一足早く昨年11月にリリースされ、このアルバ

ムでソフィーはスウェーデンのグラミー賞最優秀女性ポッ

プ・ロック ・ヴォーカリストにノミネー トされた。そして今

回、日本では4月19日にアルバム ・リリースが決定。

レコーデイングはトローサ群島にある島で昨年夏に行われ

た。その時の様子をソフィ ーはこう語る「バンドのメンバー

全員でいっしょに生活しながらレコーデイングしたの。真夏

の8月で、天気もすばらしくて、合間に海で泳Lミだりして…J。
そして、アルバム4曲目にも収められているタイトル曲『タイ

ム・ トゥ・キル』は、スウェーデンではシングルとして先行

リリースされた曲でもある。

ElT A betyder ElT (工ッタの意味は工ット)

昨年4月、愛娘エッタを出産し、ママになったソフィー。E出

(ヱッタ)とLミう名前は、スウェーデン語で“1"を表す凪(エッ

ト)からつけられた。アルバム1曲目に収めれられている iMy

(マイ)Jはエッタのことを歌った曲。「彼女が生まれる1ヶ月前

くらいに家で書いたの。子供に対する愛情って限りがないの

ね。それと同時に、愛しているから心配もどんどんふくらん

でLぺ。そんな気持ち。jとソフィーは語る。

プロデューサーはラーシュ・ハラピ

サウンド的な面では「相変わらずボブ・デイランを聴いてい

るし、ラーシュと一緒に作ったアルバムで、あることに変わり

はないわ」とのこと。プロデューサーはデビュー当時からの

音楽パートナ一、ラーシュ・ハラピ。シンプルで切ない旋律。

どこか懐かしくて、でも絶対に他にはないアコースティック

なサウンド。そして、研ぎすまされた言葉の数々。乙乙には、

ソフィーのリアルな感情がそのまま言葉とメロディに変えら

れた曲の数々が収められている。

このアルバムのロ曲目には日本盤のみのボーナストラック「モ

ースト・インコンヴィニエント・タイム」も収録され、さらに

CDエキストラとして「タイム・トゥ・キルJのビデオ・クリッ
プも収録。なお、このアルバムに関しての詳しいお問い合わせ

先は、 EPIC'インターナショナル村上まで。(TeL03-347'::r7281

ホームページアドレス:htゆ://www.sonymusic.co.jp) 
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クリテイカルサ「遺伝子組み換え食晶の争点

イエンス3J
緑風出版刊 A5判292頁

2，200円+税

ISBN4-8461-0001-4 

2000年2月刊

「大変なんです!でも最高に面白いんです」
河本佳子著新評論刊 264頁 2，000円+税

障害をもった患者さんへのユニークな治療・訓練と総合ケアで躍

進する「作業療法士」の世界

同瓢

知らぬ聞に遺伝子組み換え食品が食

卓に進出してきでいる。導入の是非

や表示の問題点、安全性や人体・環

境への影響を、最新のデータで分析

MOVEe 
年間観客動員数NO.l!
「ショー・ミー・ラブ」今春公開。

スウ工ーテ.ン本国で、「タイタニックjを超える記録的大ヒットとな

った「ショー・ミー・ラヴJ(原題:FUCKING AMAL)が日本でも
BunkamuraJいシネマにて公開されます。昨年夏、フォリナーやロ

ビンによるテーマ曲が本国で流れていた記憶も新しいところ。監

督はMalmo出身のLukasMoodysson。劇場窓口にて前売り券

をお買い求めの方に、特製オリジナルポストカードをプレゼント中。

なお、詳細はこちらのホームページを御覧ください。

http://www.kuzui.co.jp/showmelove/ 

.定員/入替制 .特別鑑賞券1500円/当日料金1800円(税込)
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.スウェーデン・レクサンドのSverigealmanackan社直輸入の

A6サイズカレンダー

1，500円→500円

上記とも郵送代別途にて発送も承ります。
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6月6日(火)
is:章害児家族を中心にした
医療チームを!日

スウェーデンの画期的なリハビリプログラムと作業療法、

日本人のリハビリに対しての考え方を少しず、つ変えていこう、

という内容を重点的にした講演会です。皆様のご参加をお

待ちしております。講演は日本語で、行われます。

日時 :6月6日(火)18: 30-21 : 00 (コーヒーブレイクあり)

場所:スウェーデン大使館オーディトリウム

講師:マルガレータ・ニールソン氏

(スコーネ地方ハビリテーリングセンター総会長)

河本佳子氏

(マルメ大学総合病院小児科・青年ハピリテーリングセン

タ一作業療法士)

*追って詳細はご案内致します。

.スウェーデンフやックセンターで品販売していた、

スウェーデンの絵本、ミステリー、ノンフィク

ション、小説、写真集ほかにもたくさんの書

籍を当事務局で販売することになりました。

(ノルウェイ、デ、ンマーク関連書籍もあります)

ご興味のある方はお問合せ下さい。

.スウェーデンの夏至祭をメインと

した写真(額付)を販売致しま

す。全て1点限りオリジナル作

品です。

22.5X30cm 4，500円
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